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小学校理科における
問題解決学習をうながす単元開発

～物質・エネルギーに着目して～

A：自然の事物・現象から問題を見いだす

B：予想や仮説の設定

C：確認するための観察・実験の計画

D：観察・実験、結果の整理

E：考察や結論

静岡大学大学院 教育学研究科 教育実践高度化専攻 教育実践開発コース 教育方法分野

科学的な見方・考え方を用いた児童生徒の主体的な探究活動

①
仮説(予想)を
立てる力

②
確認するための
観察・実験を
計画する力

③
仮説(予想)と結果を
関係付けて
妥当性を判断する力

④
考察する
(結論を導く)力

「問題解決力」

既習の内容や生活
経験を基に、根拠
のある仮説（予
想）を発想する力

自分の仮説（予
想）が正しいかど
うか確かめるため
の観察や実験を計
画する力

結果が出た後で、自分の仮
説（予想）が正しかったの
かどうか検討し、観察・実
験の方法や仮説（予想）の
妥当性を判断する力

得られた結果から、
どんなことが分
かったのか、問題
の答えは何だった
のか考える力

科学的な見方・考え方を用いて児童生徒が主体的な探究活動を行うことを目指し
て、「問題解決力」を育成するために、小学校理科の「物質・エネルギー」の内
容区分において問題解決学習を取り入れた単元開発と授業実践を行いました。問
題解決学習について整理し、A～Eの問題解決学習の５つの過程を定義しました。
そして、問題解決学習で育成される「問題解決力」を①～④の４つの力に分類し
ました。



・回路について復習する。
・電流について学習する。
・電流には向きと大きさが
あることを学習する。

・乾電池１個とモーターで作った
モーターカーを走らせる。

（児童から出てきた気付いたこと、分からないこと）
〇モーターカーが後ろに進んでしまった。
〇乾電池の＋と－を反対にするとどうなるのか。
〇回路を変えると、どうなるのか。
〇乾電池を２個にしたらどうなるのか。

問題解決学習１回目（第２～３時）

単元開発例① 4年

問題を見いだす活動（第１時）



問題解決学習２回目

「電流のはたらき」（７時間）



（第４～６時）

乾電池を２個にするとモーターがどうなるのかを既習の内容
や生活経験を根拠に予想した。

自分の予想が正しいかどうかを調べるためにはどのような実
験が必要なのか考えた。実験の方法を考えやすくするように、
教材を使って実際に回路を作って実験方法を考えたり、実験
方法を回路図で表現したりした。

自分が考えた方法で実験してみた結果どのようになったのか、
結果は予想と比べてどうだったのかふり返った。

得られた結果から、乾電池を２個にしたときにモーターがど
うなるのかまとめた。

考えた実験方法の中に、２種類の回路が見られた。直列つ
なぎ、並列つなぎという２種類のつなぎ方を学習し、乾電
池２個を直列つなぎ、並列つなぎにしたときの豆電球の光
り方の違いを学習した。予想を立てるときの根拠をもつこ
とができるようにした上で、最初に考えた予想を見直した。

見直した予想が正しいかどうかを調べるためにはどのような
実験が必要なのか考えた。

令和3年６月実施



単元開発例②
４年「自然のなかの水のすがた」(５時間)令和３年６、７月実施

問題解決学習３回目（第２～５時）

効果の検証

パフォーマンス課題の平均値の分析から、「問題解決力」が育成、向上されたか
検証しました。収集データは、「電流のはたらき」学習前に行った事前課題と、
２単元の間に行った中間課題、「自然のなかの水のすがた」の単元後に行った事
後課題を評価し、分析を行いました。パフォーマンス課題を評価するルーブリッ
クを作成し、「問題解決力」を得点化し、評価を行いました。分析の結果、以下
のことが明らかになりました。

・問題解決学習を行うことにより、「②確認するための観察・実験
を計画する力」「③仮説（予想）と結果を関係付けて妥当性を判
断する力」、「④考察する（結論を導く）力」の育成、向上が見
られました。



成果と今後の展望
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成果

今後の展望

問題解決学習を取り入れた
単元を開発し授業を行うこと
による、「問題解決力」の
３つの力の育成、向上

教科書を使って授業を
進める上で必要な点を発見

他の教科や場面での活用問題を見いだす活動の
更なる充実

「問題解決力」は、理科の授業だ
けではなく、様々な教科や場面で
も育成される資質・能力です。本
研究で開発した単元計画を他の教
科や活動にも生かして、教育活動
を進めていく必要があります。

「問題解決シート」を使って授業
を行うことで、問題解決の過程を
系統的に捉え、問題解決学習をう
ながすことにつながりました。
「②確認するための観察・実験を
計画する力」、「③仮説（予想）
と結果を関係付けて妥当性を判断
する力」、「考察する（結論を導
く）力」が育成、向上しました。

教科書の指導計画の中にも問題解
決学習の要素が多く見られますが、
問題解決に必要な一部の過程が抜
けて、学習課題や実験の方法など
を教師から提示してしまっている
ことが多く見られます。そのよう
な教科書の指導計画から、時間数
を変えずにどんな点を工夫すれば
「問題解決力」の育成につながる
のかを具体的な単元開発によって
示すことができました。

本研究の目的は、小学校理科の「物質・エネルギー」の内容区分において「問題
解決力」の育成を図る単元開発と授業実践を行い、その効果を明らかにすること
でした。研究の成果と今後の展望は以下の通りです。

小学校の段階では既習事項や生活
経験があまりないことが考えられ
ます。そのため、問題を見いだす
活動の中に生活経験の不足を補う
ような活動を充実させ、単元の中
に計画していくことが必要です。


